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	家族教室
	講座編
	家族だからこそ、
	　　　迷うことがある
	参加費
	無料

	一人ひとり違うから、いろいろな話に耳を傾ける。
	一人の経験、言葉や行動の背景、家族同士で話すこと・聴くこと。
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	あの頃の私、今の私
	ーひきこもりの日々、家族とのこと、
	　　　人生が変わった一つのきっかけー
	板垣 修平 氏
	京都コレカラ　代表


	子どもが本当に思っていること
	11月
	ー発達ユニークという捉え方ー
	精神科医さわ（河合 佐和）氏
	塩釜口こころクリニック　院長
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	聴くこと、話すこと
	12月
	ー家族が安心して話せる場をめざしてー
	金谷 雅子 氏
	合同会社はるふくmc　代表
	傾聴研修講師／傾聴心理士
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